
夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動

国見町交通対策協議会長賞（最優秀賞）の 6 名のみなさん

交
通
安
全
標
語

　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル　

　

7
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16
日
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国
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小
学
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ン
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ー
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は
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国
見
小
学

校
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対
象
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通
安
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集
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応
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総
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２
３
５
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ら
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交
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対
策
協
議
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賞
6
人
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含
む
26
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入
選
し
、
表
彰
さ

れ
ま
し
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。

　

入
選
し
た
標
語
は
、
看
板
と

し
て
町
内
各
地
に
設
置
さ
れ
、

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま

す
。
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（
敬
称
略
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◇
交
通
対
策
協
議
会
長
賞

　
　

後
藤　

寛
也
（
一
年
）

　
　

引
地　

英
太
（
二
年
）

　
　

岡
田　

眞
菜
（
三
年
）

　
　

皆
川　

美
優
（
四
年
）

　
　

小
針　

光
希
（
五
年
）

　
　

斎
藤　

美
結
（
六
年
）

◇
教
育
長
賞

　
　

佐
久
間
ら
ん
（
一
年
）

　
　

八
巻　
　

蓮
（
二
年
）

　
　

一
條　

瑠
恋
（
三
年
）

交
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7
月
21
日
、
宮
城
県
白
石
市

と
国
見
・
桑
折
地
区
合
同
の「
夏

の
交
通
事
故
防
止
ふ
く
し
ま
・

み
や
ぎ
県
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
町
内
の
国
道
4
号
パ
ー
キ
ン

グ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
太
田

　
　

藤
原　

華
凜
（
四
年
）

　
　

遠
藤　
　

聡
（
五
年
）

　
　

松
浦　
　

開
（
六
年
）

◇
優
秀
賞

　
　

佐
藤　
　

岳
（
一
年
）

　
　

佐
久
間
健
一
（
二
年
）

　
　

鈴
木　

太
輝
（
三
年
）

　
　

本
田　

裕
人
（
四
年
）

　
　

内
村　

莉
瑠
（
五
年
）

　
　

佐
藤　

璃
央
（
六
年
）

◇
交
通
安
全
協
会
部
会
長
賞

　
　

佐
藤　

惺
弥
（
五
年
）

　
　

一
條
孝
太
朗
（
二
年
）

　
　

佐
藤　

悠
衣
（
二
年
）

　
　

松
浦　

雄
樹
（
五
年
）

◇
交
通
安
全
母
の
会
長
賞

　
　

齋
藤　

蓮
斗
（
三
年
）

　
　

高
野
美
々
莉
（
四
年
）

　
　

村
上
叶
桜
樹
（
五
年
）

　
　

髙
橋
理
希
愛
（
一
年
）

久
雄
町
長
、
高
橋
宣
博
桑
折
町

長
、
風
間
康
静
白
石
市
長
を
は

じ
め
、
警
察
関
係
者
、
管
内
の

交
通
安
全
団
体
関
係
者
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
見
・
桑
折
町
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ「
く
に
み
も
も
た
ん
」

と
「
ホ
タ
ピ
ー
」、
白
石
市
の

甲
冑
工
房
「
片
倉
塾
」
の
甲
冑

隊
の
み
な
さ
ん
な
ど
も
一
緒
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交

通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
る
チ

ラ
シ
や
桃
ジ
ュ
ー
ス
、
白
石

う
ー
め
ん
を
配
り
な
が
ら
、
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

平成 27 年度介護予防フェスタ

くにみ元気まつり
　7 月 4 日、くにみ元気まつりが観月台文化セン
ターで行われました。
　元気まつりでは、オープニングセレモニーの後、
梁川ざっと昔の会会長の横山幸子さんが「言葉は
心の健康」というテーマで講演しました。横山さ
んのテンポの良い語りを聞きながら、和やかな笑
顔あふれる講演会となりました。
　また、介護予防に関するさまざまブースが設け
られ、公立藤田総合病院スタッフによる血糖値測
定や健康相談、福島ヤクルト販売株式会社による
ハンドマッサージ、スポーツ吹き矢サークルによ
る吹き矢体験、ＹＡＧＯメディカルフィットネス
クラブの講師による健康体操などを体験すること
ができました。
　来場されたみなさんは、各ブースでの体験を通
して、自分自身や家族の健康について見直す良い
機会となりました。

岩手県平泉町
　表敬訪問

　7 月 27 日、太田久雄
町長は岩手県平泉町を
訪問しました。平泉町
とは、阿津賀志山防塁

国見町建造物調査中間報告会（寺社編）開催のお知らせ
　歴史まちづくりの一環として、今年度より実施
している藤田・大木戸地区の建造物調査の中間成
果報告会を行います。
　今回は、両地区に所在する寺社を中心に紹介し
ます。今まで知らなかった寺社の魅力に触れてみ
ませんか。ぜひご参加ください。

◆日　時　8 月 30 日日　午後 1 時 30 分から　　　
◆場　所　観月台文化センター　大研修室
◆申　込　参加料・申込不要（100 名程度）
◆講　師　一級建築士　山崎完一　氏
　　　　　㈱グリーンシグマ技術顧問
◆問い合わせ　歴史まちづくり推進室☎ 585-2967

など歴史的ゆかりがあり、平成 21 年には中尊寺
蓮の株を譲り受けるなど、交流が続いています。
　今回は、「国見・平泉ジュニア探検隊」の御礼と、
里まち文化ステーション（道の駅）の開業を視野に、
今後も「人と物」の交流を推進するため平泉町を
訪れました。
　平泉町の青木幸保町長との懇談では、国見町と
は歴史的なつながりと子どもたちの交流が続いて
いることや、平泉でも来
年道の駅が開業するため、
物産の交流も含めて進め
ていくことを確認しまし
た。

　町では、農地の生産性
の向上と担い手への農地
の集積を目的として貝田
及び山根地区の農地約 33

　貝田地区等の

　ほ場整備推進

　　　　
に向けて

ヘクタールを対象としたほ場整備事業の導入を進
めています。この事業は、地元の農家のみなさん
からの要望を受け、平成 25 年度から事業化に向
け準備を進めていたものです。この度、県営ほ場
整備事業としての国の採択に向け、また、農業情
勢の厳しい中、事業にかかる地元負担及び町負担
の軽減に向けて、7 月 29 日、太田久雄町長が県農
林水産部及び県北農林事務所への事業推進のため
の要請活動を行いました。事業が採択となれば平

成 28 年度から平成 32 年
度までの 5 年間で 1 区画
30 アールを基本としたほ
場の整備が進められます。
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